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　RI動態像は単一・twに比較して情報量が多く，単に個

別の再生像を観察したのみでは，時間的にも，情報抽出

の精度からも充分ではない．computerを用いた解析に

おいても，情報を失わずに整理し，病像の特徴をどのよ

うに抽出するかが問題となる．

　我々は，微小エレメントを中心としたRI多次元像の

検討を行って来た．1）64×64マトリクスの単位エレメ

ソトにおける連続動態曲線の作製，2）最大計数値とそ

の到達時間に関するfunctional　imageの作製，3）輪か

く，面積の自動計測，4）時間条件の設定によるfunct・

ional　imageの再生，等であり1部は既に報告した．こ

こではfunctional　imageと動態曲線に含まれる情報の

要訳と，特徴の整理を試るために主成分々析（PCA）を

実施した．解析の対象として腎RI像を選んだ．99mTc・

EDTAまたはDTPAを使用し，像を20～30sec間隔で

収録する．得られたfunctional　imageに対し分析を実施

した．入力マトリクスは，この場合covariance　matrix，

あるいはcorrelation　matrixのいずれをも選択できる

が，ここでは後者を用いた．固有値法により，相関の高

い部位を整理し，独立因子Zpを求め，これより寄与率

factor　loading　matrixを求めた．固有値は，対象像中

に存在する独立した機能因子を示し，因子の原像への寄

与率はその機能のウエートを示すことととなる．また

fcactor　loading　matrixは，　Zの原変量への相関を示すと

共に，因子解釈に役立つ，PCAの結果，腎functional

imageの情報は，計数像で正常1～2，時間像で2～3の因

子により説明され，疾患像では，双方共因子が増加しな

いと，像の持つ情報が90％以上説明できないことが判っ

た．
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　我々はこれまでに1311－hipPurateを用いた腎のfunc－

tional　imagingを行い，その臨床的有用性について報告

して来た．今回99mTc－pertechnetateを用いた甲状腺の

functional　imagingの基礎的研究を行なったのでそれに

つき報告する．

　使用した装置は東芝製GCA－202型シンチカメラ（ピ

ンホールコリメータ）およびon・line　computer　system

（DAP－5000N）である．患者は2週間のヨード制限を

行い，コリメータから頸部体表までの距離を10cmとし，

99mTc－pertechnetate約5mCiを静注し，その直後から

10秒毎，120frame合計20分間64×64　matrixでseque・

ntial　dataをon－line　computer　systemに収集した．あ

る単位領域でのtime・activity　curveをC（t），　maximum

countsをCmaxとし，これより次のparameterを4096

（64×64）本のcurveについて算出し，それぞれのpar・

ameterの画像をCRT上に表示させ，ポラロイド写真

に記録した．

　①　T2／3max：静注直後からCmaxの2／3に達するま

での時間．

　　　　　　　　　　　2o　②sum　Tc　20　ratio：Σ｛（C（20）／C（・r1｝

　　　　　　　　　　　t＝1

　以上のparameterでのfunctional　imagingにおける

適切なcomputer処理条件を求めるために，正常および

診断の確定した各種疾患甲状腺のsequential　dataに対

して，⑧sequential　dataのtime　base，⑤sequential

mapのsmoothing回数および，＠time－actinity　curve

のsmoothing回数等をそれぞれ変化させ，それによって

得られる各functional　imageについて，統計的変動お

よび解像力等の問題を比較考察した．またfack　ground

減算の必要性の有無についても考察した．以上の検討に

よって選択した至適処理条件下でのfunctional　image

は従来のRI検査では得ることが困難であった甲状腺の

局所的機能を良く描出しており，また処理時間が短く，

臨床的に有用であると考えられる．
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